
 

 

 

 

 

 

体験やふれあいを大切にした家庭教育学級を紹介します。 
                               

家庭教育「なう」は、恵那県事務所の HPからご覧いただくことができます。 QR コード → 

 

            日  時  令和２年１０月１３日（火）  １２：３０～１４：３０ 
 講  師   JAF 岐阜支部の大嶽さん    中津川警察署交通課の若松さん 

           参加者  年長児親子４４組 中津川市防災課４名 
 

体験を通してチャイルドシート・シートベルトの大切さを親子で学ぶキッズセーフティ 
 誠和幼稚園では、年長児の親子が、チャイルドシートとシートベルトの大切さを DVDで学び、シートベルトコンビン

サー（シートベルト着用効果体験車）に乗車して、衝突体験を行いました。衝突体験は、時速５㎞での衝突を体験し

ましたが、予想以上の衝撃に、子ども達は、「足がふわっとなってびっくりした。」と驚き、保護者も子ども達も、チャイ

ルドシートとシートベルトの大切さを実感しました。学んだことは、これからの交通安全に活かしていきます。 
内 容 
キッズセーフティ事業は、岐阜県と日本自動車連盟岐阜支部が運営する、シートベルトコンビンサー（シートベル

ト着用効果体験車）を活用した参加・体験・実践型の交通安全教室です。幼児と保護者に、チャイルドシートとシー
トベルトの重要性を学んでもらい、家庭内の意識向上を図ることを目的としています。 
①親子でＤＶＤを見て、シートベルトの大切さを学ぶ。 
②シートベルトコンビンサーに親子で乗車して衝突体験 
③中津川警察署の若松さんから、後部座席の人もシートベルトをすることの重要性についてのお話 
   ・後ろの席の人もしていないと、車内でぶつかったり、車外へ放り出されたりすることがある。 
④ＪＡＦの大嶽さんから、チャイルドシートの固定の仕方についてのお話 
   ・子どもの安全は、あなたの手の中。大人が守ってやることしかできない。 
   ・チャイルドシートを締め直して固定するのが、お父さんお母さんの仕事。 
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【このよさを学びたい！】 
・幼稚園の先生が、「みんな
の大事な命を守るためにお
話を聞きます。」と話された
後、DVD、衝突体験、講話と
続きました。目的と内容がよ
く分かり、子ども達が、お母
さんと一緒に、最後まで真
剣に取り組むことができた
こと。 
・「子どもの安全は、あなたの
手の中。大人が守ってやる
ことしかできない。」という 
ＪＡＦの大嶽さんの言葉に、
参加している保護者の方も
真剣に耳を傾けていました。 
・幼稚園でキッズセーフティを
行うことで、親子の交通安
全への意識が高まり、これ
からの生活に活かされるこ
と。 

ＤＶＤでシ
ートベル
トの大切
さを学び
ました。 

Ｊ Ａ Ｆ の大
嶽さんから
チャイルド
シートの着
け方を教え
ていただき
ました。 

衝突体験
を し ま し
た。 

衝突の瞬
間、エアバ
ッ グ が出
て、びっくり
しました。 



内 容 
・永尾さんによるパラ陸上競技の紹介と競技のデモ
ンストレーション 
・児童代表によるレーサー体験 
・全校児童と教職員参加による車いすリレー 
・永尾さんによる講話 
  人それぞれできることとできないことがある。 
  障がいがあるということはどういうことなのか。 
  一番大事なことは、あきらめないこと。 
頑張ったら宝物ができる。 

 

                          日  時  令和２年１０月２７日（火）９：３５～１１：０５  

場  所  中野方小学校 体育館 

               参加者  全校児童 保護者１５名 恵那市社会福祉協議会５名 

               講  師  車いす陸上選手アテネパラリンピック 4×400ｍ（T53/54 クラス）銅メダリスト 

                       パラリンピック７回出場     永尾 嘉章 さん 

                                         主催：日本財団パラリンピックサポートセンター  協賛：JAL   
 

車いす陸上の体験と講話から、あきらめずに挑戦する勇気を学ぶ家庭教育学級 
 中野方小学校では、今年度、恵那市障がい者理解教育推進校の指定を受け、障がい者理解教育を進めていま

す。その一環として、家庭教育学級で「あすチャレ！School」を開催しました。学校HP に「新型コロナウイルス感染

症に対応した実施ガイドライン」と「協力項目チェックリスト」を掲載し、保護者には、無理のない範囲での参加をお

願いしました。体験と講話を通して、障がいについて考え、夢や目標に向かって、あきらめずに挑戦する勇気につい

て学ぶことができました。 
※日本財団パラリンピックサポートセンターが主催する「あすチャレ！School（スクール）」は、小・中・高等学校向けのパラアスリートから学ぶパラスポー 

ツ体験型出前授業です。スポーツを通じ共生社会への気づきや学びの機会を提供する「あすチャレ！（明日へのチャレンジ）」プログラムの一つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の感想から 
・つらいことがあっても、あきらめないでパラリンピックに出
たことがすごかったです。 
・いろいろなことを学んで、がんばっている姿は、すごいと思
いました。 
・車いすに乗って、楽しかったです。 
・初めての体験で、とても楽しかったです。つらいことがあっ
てもがんばっていきたいです。何でもチャレンジしてみたい
と思いました。 
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※ 

間隔を取って話を聞きました。 永尾さんによる競技用車いすのデモンストレーション 

児童代表のレーサー体験 全校児童と教職員参加の車いすリレー 

【このよさを学びたい！】 
・コロナ禍での実施にあたり、事前
に家庭教育委員会で十分検討し、
ガイドラインの呼びかけと、じっと座
っていられない小さなお子さんの
参加を控えることをチラシに掲載し
て、感染防止対策に配慮したこと。 
・体験と講話から、障がいについて
学び、他者のことを自分ごととして
考え、夢や目標をもってあきらめず
に挑戦することの大切さに気づくこ
とができ、これからの生活に活かさ
れること。 



内 容 

・案内文書と取組表が一緒になったプリントを配りました。 

・祖父母、父母、兄弟姉妹など、家族の誰でもいいので、 

ハグ＆ハイタッチをします。 

・１日に何回でもＯＫです。 

・負担なく取り組むことができるように、出来たら、日付の

数字に色を塗っていくようにしました。 

 

 

               取組期間  令和２年８月８日（土）～８月１６日（日）  

                       参 加 者  全校児童親子 
 

ハグとハイタッチを通して家族のコミュニケーションを大切にする在宅取組型家庭教育学級 
 明智小学校では、親子のスキンシップが少なくなってきていることから、夏休み中に「ハグをしよう」と呼びかけて、

家族のコミュニケーションを大切にしてきました。高学年になると、ハグをいやがる子がいるという意見があり、昨年

度から「ハイタッチ」も入れて、「ハグ＆ハイタッチ」に取り組んでいます。今年度は、９日間の夏休み中、毎日できた

という子が全校の７４％でした。短い期間でしたが、家族のコミュニケーションがたくさんとれた夏休みになり、2学

期の元気な登校につながっています。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【このよさを学びたい！】 
・「ハグかハイタッチをする。」「家族の誰でもいい。」「取組表の日にちの数字に色をぬっていく。」という、取組内容がと
ても分かりやすく、親子で負担なく取り組むことができたこと。 
・「寝る前の習慣」「一日の始まり」等、各家庭で、生活のスタイルに合わせた方法を見つけて、取り組んだこと。 
・「これからも続けていきたい。」という感想にあるように、夏休みの取組が、毎日の取組にひろがって、家族のコミュニケ
ーションを深めることができること。 

 

出 来 た 日
は、日付の
数字に色を
塗ります。 

感想から 
【児童】 
・お父さんともできた。お父さんのギューは強かった。 
・お母さんにハグしてもらえるのが、ひさしぶりでうれしかった。 
・お母さんだけじゃなく、姉妹でもできてよかった。 
・毎日できて、家族の思いやりが深まったと思った。 
【保護者】 
・ハイタッチは気分が上がり、一日の始まりにぴったりでした。 
・子どもが大きくなったなと感じました。 
・寝る前にハグをすることが習慣になってよかったです。 
・これからもずっと続けていきたいです。大人も子どもも、心が
落ちつきます。 

夏休み後、出
来た日数ごと
に集計して、保
護者へ配付し
ました。 
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内 容 
進行：苗木公民館 乳幼児学級担当 石原 美保子さん 
・乳幼児学級についての話 
・自己紹介：お母さんと子どもの名前、 

住んでいるところ、出身地 等 
・読み聞かせ：「はじめまして」 

「とんとんとんとんひげじいさん」他 
・手遊び：「バスにのって」 「ぶらんこ」他 

子育て講話：家庭教育推進専門職 奥村 多美子 
  ・親になるってどういうこと？ 
  ・スキンシップの大切さ 
  ・子どもの心の育て方 
  ・イヤイヤ期を乗り越えるには 
  ・スマホ育児って知っていますか？ 

 

               日  時  令和２年１０月１９日（月） １０：００～１１：３０ 

                       参加者  乳幼児の親子７組 
 

親子で楽しみながら親が学ぶことの大切さを考える乳幼児期家庭教育学級開級式 
 苗木乳幼児学級では、コロナ禍のため延期になっていた開級式が、１０月に開催され、はじめて顔を合わせた７組

の親子が、自己紹介をして、乳幼児学級がスタートしました。大型絵本の読み聞かせや手遊びを、親子で楽しみ、お

母さん向けの子育ての講話中は、子ども達はおもちゃで遊んで、上手に過ごすことができました。今年度の乳幼児

学級は、３回の予定でしたが、お母さん達の希望で、毎月の開催になりました。乳幼児学級を通して、お母さん達の

和が広がっていきます。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県家庭教育支援条例 

第２条には、保護者が子ど 

もに対して教え育む９つの 

事項があります。 

９つの事項を考えながら、 

保護者の願いに合わせて、 

家庭教育学級の内容を決 

めていくといいですね。 

【このよさを学びたい！】 

・一人目のお子さんで初めて参加した方、苗木地区

に住むようになって初めて参加した方、昨年度に引

き続き２回目の参加の方、二人目三人目のお母さ

ん等、いろいろな立場からの交流ができること。 

・自己紹介では、乳幼児学級を通して、交流したい、

学びたい、友だちになりたいという思いが語られ、こ

れから毎月開催するという計画を、お母さん達の希

望で決めていくことができたこと。 

・あいさつは、お母さんがやることで子どもができる

ようになること、スキンシップがとても大切であるこ

と等、子育てのポイントを学ぶことができたこと。 
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大型絵本の読み聞かせを、子ども達は 
興味をもって聞きました。 

子育て講話の間、子ども達は、お母さん
に見守られながら遊んでいました。 

 


